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ただ今、ご紹介頂きました中原でございます。

 昨年は、本国際セミナーの主催者側として議長を務めさせて頂きましたが、本日は、我が国ＬＰガスの元売団体であります日本ＬＰガス協会の立場から、「我が国のＬＰガス安定供給と環境対応について」お話する機会を頂き、大変感謝致しますとともに、光栄に存ずる次第であります。

早速、我が国のLPガス安定供給とそれに関連する需要についてお話します。

 我が国のLPガスは急速な経済成長と人口の増加に支えられ、1970年度の需要量663万トンが1990年度には1880万トンと、20年間で実に約３倍にまで増大しました。

  この間、二度にわたるオイルショックの時期に、一時的ではありますが、安定供給に支障を来たすという辛い経験を致しましたが、中東諸国を中心とした産出国のご協力を頂きながら、我が国の経済成長を支える一次エネルギーの供給者として、その使命を全うして参りましたことは当協会として誇りと致すところであります。

　90年代に入りますと、経済の停滞とともに、LPガスの需要は大きく変化しました。

  96年度の1971万トンをピークとして、その後は1900万トン前後で推移しております。　中期的に見ても2005年度の需要が1956万トンと見込まれており、2000年度から５年間の年率で0.7％の成長と、成熟市場の段階に至ったものと考えられます。

　一方、中期的な世界の LPガス需要量につきましては、中国を始めとするアジア地域の旺盛な需要も含めて2000年以降、年率3.7％の増加で、2005年には２億4000万トン程度にまで達すると予測しております。

  大変、大きな数字になるわけですが、これに対する供給量は、アフリカ・オセアニアを始めとする新規増産プロジェクトの相次ぐ稼動によって、世界的規模においては充分バランスするものと、当協会としては予測しております。

　我が国の今後のLPガス安定供給を考える時、量的な面においては、スエズ以東・以西のバランス問題が当面の課題として指摘されているものの、大きな問題には至らないと考えております。

  むしろ、今後の大きな課題は価格の面であると思われます。

 スエズ以東の市場において、極めて大きな指標でありますＣＰは、昨年の実績においても２月の最高値以降、現在まで絶対額としては値下がりしているものの、原油や天然ガス等、競合エネルギーに対しては依然として割高であります。

  現在、我が国におきましては、消費者のエネルギー選択肢を拡大し、より安いエネルギーが供給されるよう、国を挙げての規制緩和が進められております。

  LPガス業界のこれからの競争相手は、①石油製品であり、②LNGをベースとした都市ガスであり、③石油・LNG・原子力をベースとした電力であります。

大競争時代を睨んで、すでに都市ガス・電力業界から、我が業界に対する売込み攻勢が始まっております。

  都市ガス業界は導管の整備された地域の工業用需要を中心に安い価格を提示しており、ブタン需要が侵食されております。

また、電力業界は余剰となる夜間電力の活用を目指して、家庭用等のガス分野に大攻勢をかけております。

昨年完成した新築住宅の３割から４割程度が全く炎を使わないオール電化住宅であったという地区がすでに出てきております。

　このような厳しい競争状況の中で、現在、LPガス業界は一丸となって物流コストの引き下げ等の合理化努力とともに、料金引き下げを含む魅力的なメニューの提示等、需要拡大に向けて全力を傾注しております。

しかし、LPガス供給量の約８割を輸入に頼る我が国において、今後とも日本入着時点で割高な状態が続きますと、いずれは合理化努力も限界となり、供給及び需要の安定に大きな支障を来たさないかと危惧しております。
　私ども、日本の輸入業者は多額の投資のもとに輸入量の50日分、約200万トンを民間備蓄として常時保有しており、更に2010年度には150万トンの国家備蓄が確保される予定であります。　また、供給ソースの多様化等においても、できうる限りの投資と努力を行う所存でありますが、こうした努力は、消費者から魅力あるエネルギーとして支持されてこそ生きるものであります。
　自由で競争のある市場においては、クリーン性・保安確保と言った要件とともに、経済性すなわち価格が大きな購入動機になることは言うまでもありません。
  これまで私どもは、LPガス価格は　①原則として原油またはLNGにリンクしたものであるべき、②実取引を反映した透明性を有するべき　等の主張を行って参りましたが、これは以上申し述べたような背景があるからであります。

次に、環境対応についてお話します。

  ご高承のとおり、LPガスはクリーンで環境負荷の小さい、分散使用に適したエネルギーであります。

特に、採掘から燃焼消費に至るまでのライフ・サイクル全体でみた環境負荷は、LNGに勝るとも劣らないエネルギーであります。

従いまして、LPガス需要を開拓し、消費量を増やすことが環境負荷の軽減に貢献することとなるわけですが、  先程も申し述べましたとおり、我が国全体の需要量はここ数年、横ばいであります。

 こういった中で、その対策として取り組んでいる事例のなかから二つ程、ご紹介したいと思います。

  一つは、排気ガスがクリーンなGHPの普及促進であります。　

  我が国の電力の夏冬ピーク差を平準化して発電所数を抑制し、公害対策にも役立てようということで、これまでＧＨＰの機器開発・普及に取り組んで参りました。

  現在では電力に置き換えると、100万ｋＷの原子力発電所３基分に相当するガスによる空調設備を普及させており、このうちLPガス消費量は年間60万トンであります。

また、更に環境負荷軽減に寄与させるべく、従来型に比べ熱効率を４割程度向上させることを目標として、５ヵ年計画で次世代型のGHPを開発しているところであります。

  二つ目は自動車用需要の更なる開拓です。　

  現在、我が国のLPガス自動車は約29万台であり、その大半がタクシー用の乗用車でしたが、最近ではエンジン技術の向上もあり、３トン積みまでの貨物車が増加しております。特に騒音が少なく排気ガスがきれいなことから、住宅密集地区への貨物配送車として急速に普及し始めました。　

我が国には、国が環境に優しい省エネタイプの物品を優先的に購入する法律がありますが、この度、我々の熱意と行政当局のご支援が実り、ＬＰガス自動車が、その品目に追加されることとなりました。　また、省エネルギー型LPガス自動車の普及促進のため、国による補助事業が2001年度から始まり、こうした状況を背景にして、2010年には、業界自ら率先して100万台のＬＰガス自動車を普及さすという大きな目標を掲げております。

　現在、究極の低公害車と言われる燃料電池自動車の開発が急ピッチで進められておりますが、燃料電池車が登録台数の大勢を占めるようになるまでには、まだ数十年かかるものと思われます。

  それまでの間は、LPガス自動車が極めて実用的なクリーンエネルギー自動車であると確信を持って推進していきます。　　　　　　　　

　今後、更なる需要開拓を進めていくためには、利用技術の開発も不可欠であります。我が国では、本日のセミナーの開催者である（財）エルピーガス振興センターを中心にして、各種の次世代型技術開発を行っておりますので、いくつかご紹介致します。

①　1999年度よりシリンダー直噴式の高効率LPガスエンジンを自動車メーカーと共同で開発しており、2002年度末には開発研究を終了し、その後、商品化研究に移行します。これが完成すると４トン積み位までの貨物車は現在のディーゼル車とほぼ同等の馬力と熱効率を得ることができると思われます。

②　家庭・業務用の高効率・省エネ型バーナーにつきましても、1997年度より開発を進めております。これは従来型に比べて熱効率を２割程度向上させ、有害な排気ガスを更に減少させようというものであり、開発段階を終え、商品化に取り組んでいるところであります。

3 　また、世界各地で生産されるLPガスの性状にはバラツキがあり、その中に含まれている不純物（例えば残渣分・硫黄分）の程度によっては、除去が必要であります。こういった不純物をプラントで除去する方式と技術を昨年、確立致しました。

　　

  次に、今後のエネルギー利用システムとして、急速に技術が進歩し、普及が見込まれるコ・ジェネレーション・システムへの対応についてお話します。

  今後の排出ガス低減の具体策と致しましては、熱効率が格段に優れたコ・ジェネレーション・システムへの早期移行が挙げられますが、こうしたシステムの主体となる燃料電池やマイクロ・ガスタービンのエネルギーとして、ＬＰガスが積極的に係わっていく技術開発を急ぐべきであると痛感しております。

  我が国では、リン酸形燃料電池がすでに実用に供されておりますが、より小型化が可能で、将来、主流になると思われる固体高分子形については未だ商品化のレベルに達しておりません。

  このため、LPガス業界では今年度より予算化された研究開発のための国からの補助金を活用して、これまで蓄積された技術の早期実用化を目指して参ります。

  また、ＬＰガス使用のマイクロ・ガスタービンについては、すでに実証運転が行われており、現在、データの蓄積を行っている段階であります。

　

　今後、世界の目指すべきエネルギー・システムは

①環境負荷　②コ・ジェネ　③分散化　④小型化　と言った言葉がキーワードになるとものと思われます。ＬＰガスはそのエネルギー特性から考えて、大いに時代の要請に沿ったものであると考えます。それだけに、次世代の利用技術開発に万全を期したいと考えております。

以上、我が国のLPガスに関する需給と環境対応についてお話しました。

  我が国のLPガス産業が健全な発展を遂げていくためには、克服すべきいくつかの課題がありますが、国内問題についてはLPガス業界の総力を結集して解決していく所存であります。本日、ご出席の各国の皆様におかれましては、我が国のLPガス産業の実情に深いご理解を頂きまして、適切なご支援、ご助言を頂けるようお願い申し上げて、私のプレゼンテーションと致します。

　ご静聴有難う御座いました。
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